
 

 

 

 

 

 

 

 

 

泥んこになりながら・・ 実りの秋に期待…！  
５年生が田植え体験をしました！  6 月 1７日（木） 

 

 前日までの雨はやみ、太陽が顔をのぞかせる空模様になり、ち

ょっと暑くなりまし

た。田植足袋を履

いてグラウンドに

集まった児童達

は、田植え指導を

する宮﨑会長を

はじめとするコミュニ

ティのメンバーにあ

いさつをし

て、いよい

よ田んぼに

入りました。 

１８人の５年生が、前半と後半の２組に分かれて苗を

植えました。最初のうちは思うように足が動かず、田

んぼに倒れ込む子も数人いましたが少しずつ慣れ

て、田植えする時間は４０分程度で終了しました。子

どもたちの感想では、初めての経験が楽しかったこ

と、秋になってたくさんのお米ができて欲しいとの言葉が

ありました。５年生の皆さん、お疲れ様でした！ さつま

芋とどちらも、収穫を楽しみにしましょうね！ 

ホタルよ光れ、飛べ！ 
今度こそは！の願いを込めて！ 
４年生２２名が幼虫を放流 

（６月１８日：金曜日） 

 ちょうど児童達が人工小川に到着する頃、小さな雨が

事務局長が独断で選んだ「田植えチャンピオン」 

小林 蒼空君  と   山口 心暖さん 
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降り出してき

ました。あい

さつは必要

最小限にし

て、さっそく

人工小川に

沿って並び、

蛍の幼虫と

幼虫のエサ

になる川ニ

ナを放流しました。「来年は大人になって、きれいな光のかがやきを見せてください！」と祈りながら放流し

ました。 コミュニティでも、昨年の轍を踏まないように、蛍の里再生事業実行委員会でしっかり人工小川を

見守っていこうと思います。  

「ゲッ！！」と、顕微鏡をのぞきこんだ児童の中から

声がしました。他にも肩をすくめる女の子も。 

肉眼では、ほぼ黒い小さなゴミのようにしか見えてい

ないものが、顕微鏡を覗いてみると、ムカデか毛の生え

た芋虫のような、初めて見た児童は気持ちが悪かった

と思います。 初めて幼虫を見たと言う校長先生も、顕

微鏡の中のモンスターにしばらくフリーズ！！ 

児童達は、講師の一ノ瀬顧問の話の、ホタルの不思

議にしっかり耳を傾けていました。この子たちの放流し

た幼虫が、来年こそは成虫となって、闇の中でキラキラ

光る希望のかがやきを放ってほしいと願います。 

◇◇みんなで、 をきれいにしましょう！◇◇ 

清掃実施日：８月１日（日）８時から１時間程度 
・・この日に実施できない区は、この日の前後の日曜日でご計画ください。・・  

この事業は、子ども達と一緒に公共の場や施設を清潔にすることで、それらが明るくなること、

安全になること、そして仲間作りができること、などを子ども達が体感し、結果として地域生活全体

が楽しくなることを学ぶための一つの手段になればいいと考えています。 

例年、コミュニティで行っていた年３回のうちの清掃活動の１回をこの活動に振り替えるものです。 

それぞれの身近な環境を、清潔で美しい状態にして、笑顔があふれる地域にしたいと思います。 

〈
編
集
後
記
〉 

「
試
行
錯
誤
」
す
る
こ
と
・
・ 

 

も
う
昔
の
こ
と
で
す
が
、
就
職
し

た
ば
か
り
の
若
い
職
員
か
ら
、
「
マ
ニ

ュ
ア
ル
が
あ
っ
た
ら
便
利
じ
ゃ
な
い
で

す
か
？
」
と
言
わ
れ
、
な
る
ほ
ど
と

思
い
、
一
生
懸
命
に
考
え
て
自
分
の

思
い
つ
く
範
囲
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成

し
ま
し
た
。
し
ば
ら
く
は
文
句
も
な

く
過
ぎ
ま
し
た
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
書

い
て
い
な
い
こ
と
が
発
生
す
る
と
、
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
無
い
か
ら
分
か
ら
な
い
、

で
き
な
い
、
そ
し
て
、
つ
い
に
は
不
備

な
マ
ニ
ュ
ア
ル
が
悪
い
、
と
突
つ
か
れ

ま
し
た
。 

 

最
近
は
、
更
に
世
の
中
が
進
化
し

て
き
て
、
分
か
ら
な
い
こ
と
は
全
て

「
検
索
」
で
解
決
で
き
る
。
だ
か
ら
、

試
行
錯
誤
も
あ
ま
り
し
な
く
な

り
、
自
分
の
頭
脳
で
一
か
ら
考
え
る

時
間
が
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

テ
レ
ビ
が
普
及
し
始
め
た
頃
、
評

論
家
の
大
宅
壮
一
氏
が
「
一
億
総

白
痴
化
」
と
言
っ
た
が
、
言
い
当
て
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
し
、
さ
ら
に

進
ん
で
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。 

私
は
、
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
を

習
慣
化
す
る
た
め
に
は
、
自
分
で
テ

ー
マ
や
文
字
数
を
決
め
て
文
章
を

書
い
て
み
る
こ
と
が
一
番
の
近
道
だ

と
思
い
ま
す
。
「
自
分
が
い
ま
思
っ
て

い
る
こ
と
を
一
番
的
確
に
、
正
確
に

表
現
で
き
る
言
葉
を
探
す
」
と
い
う

模
索
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
じ
っ
く

り
考
え
る
と
い
う
基
礎
が
で
き
る
も

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
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